









































が設置され,定められた綱領は以下の通 りである (注 1)0
第 7回国際美術展小芸術部門委員会綱領 1897年



























とテオ ドール ･フィッシャー (TeodorFischer,1862-1938)が建築家で,ヴイルヘルム ･
ロルフス (Dr.phil.Wilhelm Rol一s,1856-1924)はマネージャー役 を担っていたらしい
(注2)｡ロルフスのノー ト類は第二次大戟中に消失 したとされ,彼の美術工芸についての
見識の程については詳らかではないが,ウイリアム ･モリスやジョン ･ラスキンらの芸術
運動について知 りえる人物であったと推測されている (注 3)｡またロルフスは,他の小
芸術部門の委員達,そして第 7回国際美術展小芸術部門の他の出品者フリッツ ･エルラー,









第24室 コーディネー ト建築家マルテイン･デュルファー ;装飾壁画 フリッツ ･エルラー ,
天井仕上げ フェルカ- ;フリーズ ェルラー ;窓のデザイン エルラー ;窓の制作 ウ-レ ;
天井彩色 パルス&Co.,すべてミュンヘン
第25室 コーディネー ト建築家テオ ドール ･フィッシャー ;壁面鏡板仕上げ フリッチェ ;
壁面彩色シュミット&Co.;窓のデザイン リーマーシュミット;窓の制作 ウ-レ ;テン









ンデルによるデザインの,宮廷ア トリエ ･エルヴィラのファサー ド装飾を想起させるよう
なフリーズ装飾や,鞭がしなるようなダイナミックなカーテンの文様は初期ユーゲントシュ
テイルの好例だが,当時としては斬新なものであったと思われる｡ この部屋は,後に ｢現



















































Dr.ロルフス,委員長 マルテイン ･デュルファー テオ ドール ･フィッシャー




























46 針 貝 綾
クマ ンを選出することが明記 されているという｡ この契約書の最後に署名 を連ねているの
が共同出資者である｡ 最少額の500マルクを出資 したとされるのは,画家エルンス ト･ベ
ルガー (ErnstBerger),オイゲン ･ベルナ- (EugenBerner),ヘルマン ･アイヒフェル
ト (HermannEichfeld),エルンス ト･クライ ドルフ (ErnstKreidolf),ベルンハル ト･
バ ンコック (BernhardPankok),マ ックス ･ロスバ ッハ (MaxRossbach),オットー ･
ウプベローデ (OttoUbbelohde),クル ト･シュテーピング (CurtSt6ving),壁紙貼 り職
人カール ･ベルチュ (CarlBertsch),マ ックス ･ガブロンスキー (MaxGabl｡nsky),ス
テン ドグラス職人カール ･ウ-デ (CarlUde),金属建具職人 ラインホル ト巾キルシュ
(ReinholdKirsh),出版者 7-ゴー ･ブルックマ ン (HugoBruckmann),そ してフィッ
シャーとロルフスであった｡そ して, リーマーシュミットは2,000マルクを出資 した｡以上は
ミュンヘ ン在住者である｡ 残る37,500マルクはシュ トウツトガル トの出版者ユス トウス ･ホ
フマン ･ジュニア (JustusHoffmannjun.)ケスラー伯爵 (GrafvonKessler),ブレス
ラウのカール ･デュルファー (KarlDulfer,建築家マルテイン ･デュルファーの父),ベル
リンの美術館長 ヴイルヘルム ･ボーデ (Wilhelm Bode),ライブツイヒのリヒヤル ト･グラ
ウル (RichardGraul),ハンブルクのアルフレー ト･リヒトヴァ-ク (AlfredLichtwark),
商事会社 シュタイニケン&ロア (Steinicken&Lohr)ら全 ドイツの私人から集められた｡
クリュ-ガ-の父,デツサウの商業事務官エ ドゥア- ド･クリュ-ガ-は15,000マルクを出
資｡オブリス トは個人出資額の最高25,000マルクを出資 し,それによって基本資本100,000
マルクの四分の-を占めたという (注 9)｡
第 7回国際美術展小芸術部門に関わった建築家,画家,各種職人だけでな く,商事会社,
有名な出版者や美術批評家,パ トロンなど実にさまざまな職種の人々の名前が連なる連合
工房の契約書は,いかに手工芸連合工房が当時の美術界,産業界に期待 されていたかを証
明するもの といえるだろう｡
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(1)"ProgrammdesAusschussesdesAbteilungftirKleinkunstderVH.ⅠnternationalenKunst-
AusstelungimKGnlglichenGlaspalast,Mtinchen,24.Februar1897",Hrsg.KaLhrynBloom
Hiesinger,DieMeisterdesMtinchnerJugendstils,Prestel-Verlag,1988,S,169.
(2)ベルレブシュは,交友のあったイギリスの庭園建築家レイモンド･アンウインから ｢ドイツのウイ
リアム ･モリス｣と呼ばれ,実際生活に関わるさまざまなものの作品のデザインを手がける傍ら
デザインによる生活改良についての文章を美術工芸の雑誌に寄稿した｡また,オブリス トは刺繍
のテキスタイルに鞭がしなるような植物文様を施し,その理論と共にミュンヘン･ユーゲントシュ
テイルを牽引した人物｡Hiesinger,DieMeisterdesMtinchnerJugendstils,S.37.
(3)ヴイルヘルム ･ロルフスはゲッティンゲンで文献学を学んだ後,ザクセン-コブルクおよびゴータの
エルンスト二世公の後継者となるエジンバラ公アルフレッドに雇われ,1890年にプロイセンの宮廷
顧問官,1892年から宮廷長官,ザクセンーコブルク公爵となった人物｡AlfredZiffer,"Privates
Engagement",AntiquitatenZeitung,Nr.20,2002,S,938.
(4)ONizielerKatalogderVII.InternationalenKunstausstelung im Kgl.GL:αSPalastezu
MuTWhen,1897,S.204.この展覧会はミュンヘン美術家協同組合とミュンヘン分離派の共催により
開かれた｡
(5)Hrsg.MichaelaRammert-G6tzu.AlfredZiffer,BlichzurichindieZuhunft.90Jahre
VereiTugteWerhstdtten,Mtinchen,1988,S.6.
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(6)"SatzungendesAusschussesfurKunstim Handwerk,1897-98",Hiesinger,DieMeister
desMunchnerJugendstils,S.169.
(7)2004年 9月27日手工芸連合工房資料室に於て筆者が行ったインタビューによる｡
(8)AlfredZiffer,"DieVereinigtenWerkstattenfurKunstim Handwerk.EineGrtindung
ausprivaterInitiative",KunstundAntiquita'ten,1989,S.48-49.ゲッツ氏は,手工芸連合
工房の設立を1897年とする記述は誤 りで,1898年を正 しい手工芸連合工房の設立年とする見解を
示している｡
(9)基本資金はその後160,000マルクに増額された｡a.a.0リS.49.
付記
本稿は平成16年度文部科学省科学研究費補助金 (若手研究(B))(課題番号 :16720033)による研
究成果の一部である｡
